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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
接触結合モード及び非接触モードで動作することができるデータ担体であって、以下に規
定するような手段、即ち、
当該データ担体の外側から機械的にアクセスすることが可能な伝送接点であって、これら
伝送接点のうちの第１伝送接点が当該データ担体の前記接触結合モードにおいてクロック
信号を入力するように作用する伝送接点と、
当該データ担体の外側から誘導的にアクセス可能であると共に当該データ担体の前記非接
触モードにおいて有用なＨＦ信号を受信するように作用する少なくとも１つの伝送コイル
と、
を有すると共に、
受信された有用なＨＦ信号の存在を検出するように構成された交流検出手段を含む回路で
あって、該交流検出手段により検出過程において上記のような有用なＨＦ信号の存在が検
出されると非接触活性化情報の供給を開始することができ、該情報が前記非接触モードを
活性化させるような回路を有するデータ担体において、
前記回路が更に当該回路の第１接触端子に接続されたクロック信号検出手段を有し、該接
触端子は前記第１伝送接点に接続され、前記クロック信号検出手段は入力されたクロック
信号の存在を検出するように構成されると共に検出過程において上記のようなクロック信
号の存在を検出すると接触結合活性化情報の供給が開始されるようにし、該接触結合活性
化情報により前記接触結合モードを開始することができ、
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前記回路は前記非接触活性化情報及び前記接触結合活性化情報を入力するよう構成された
論理手段を含み、該論理手段は、前記非接触活性化情報のみが発生した場合は該非接触活
性化情報に関連する非接触モード設定情報を出力し、前記接触結合活性化情報のみが発生
した場合は該接触結合活性化情報に関連する接触結合モード設定情報を出力し、上記２つ
の形式の活性化情報が同時に発生した場合は該２つの形式の活性化情報のうちの一方に該
２つの形式の活性化情報のうちの他方よりも優先権を付与すると共に、これに応じて、該
優先権を有する活性化情報に関連する前記モード設定情報を出力するように構成され、前
記接触結合モード設定情報は当該データ担体の前記接触結合モードが設定されるようにし
、前記非接触モード設定情報は当該データ担体の前記非接触モードが設定されるようにし
、
前記回路はマイクロコンピュータをさらに含み、該マイクロコンピュータは前記論理手段
から供給される前記接触結合モード設定情報または前記非接触モード設定情報を受信し、
前記接触結合モードが設定されている場合は、前記伝送接点を介して前記データ担体の外
部から入力され、または前記データ担体の外部へ出力するデータを処理し、前記非接触モ
ードが設定されている場合は、前記少なくとも１つの伝送コイルを介して誘導的に前記デ
ータ担体の外部から入力され、または前記データ担体の外部へ出力するデータを処理する
ように構成されたことを特徴とするデータ担体。
【請求項２】
接触結合モード及び非接触モードで動作することができるデータ担体であって、以下に規
定するような手段、即ち、
当該データ担体の外側から機械的にアクセスすることが可能な伝送接点であって、これら
伝送接点のうちの第２伝送接点が当該データ担体の前記接触結合モードにおいて第１電源
電位を入力するように作用する伝送接点と、
当該データ担体の外側から誘導的にアクセス可能であると共に当該データ担体の前記非接
触モードにおいて有用なＨＦ信号を受信するように作用する少なくとも１つの伝送コイル
と、
を有すると共に、
受信された有用なＨＦ信号の存在を検出するように構成された交流検出手段を含む回路で
あって、該交流検出手段により検出過程において上記のような有用なＨＦ信号の存在が検
出されると非接触活性化情報の供給を開始することができ、該情報が前記非接触モードを
活性化させるような回路を有するデータ担体において、
前記回路は当該回路の第２接触端子に接続された電源電位検出手段を含み、該接触端子は
前記第２伝送接点に接続され、前記電源電位検出手段は入力された第１電源電位の存在を
検出するよう構成されると共に、検出過程の間に上記のような第１電源電位の存在が検出
されると接触結合活性化情報の供給が開始されるようにし、該接触結合活性化情報により
前記接触結合モードを開始することができ、
前記回路は前記非接触活性化情報及び前記接触結合活性化情報を入力するよう構成された
論理手段を含み、該論理手段は、前記非接触活性化情報のみが発生した場合は該非接触活
性化情報に関連する非接触モード設定情報を出力し、前記接触結合活性化情報のみが発生
した場合は該接触結合活性化情報に関連する接触結合モード設定情報を出力し、上記２つ
の形式の活性化情報が同時に発生した場合は該２つの形式の活性化情報のうちの一方に該
２つの形式の活性化情報のうちの他方よりも優先権を付与すると共に、これに応じて、該
優先権を有する活性化情報に関連する前記モード設定情報を出力するように構成され、前
記接触結合モード設定情報は当該データ担体の前記接触結合モードが設定されるようにし
、前記非接触モード設定情報は当該データ担体の前記非接触モードが設定されるようにし
、
前記回路はマイクロコンピュータをさらに含み、該マイクロコンピュータは前記論理手段
から供給される前記接触結合モード設定情報または前記非接触モード設定情報を受信し、
前記接触結合モードが設定されている場合は、前記伝送接点を介して前記データ担体の外
部から入力され、または前記データ担体の外部へ出力するデータを処理し、前記非接触モ
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ードが設定されている場合は、前記少なくとも１つの伝送コイルを介して誘導的に前記デ
ータ担体の外部から入力され、または前記データ担体の外部へ出力するデータを処理する
ように構成されたことを特徴とするデータ担体。
【請求項３】
接触結合モード及び非接触モードで動作することができるデータ担体であって、以下に規
定するような手段、即ち、
当該データ担体の外側から機械的にアクセスすることが可能な伝送接点であって、これら
伝送接点のうちの第１伝送接点が当該データ担体の前記接触結合モードにおいてクロック
信号を入力するように作用する伝送接点と、これら伝送接点のうちの第２伝送接点が当該
データ担体の前記接触結合モードにおいて第１電源電位を入力するように作用する伝送接
点と、
当該データ担体の外側から誘導的にアクセス可能であると共に当該データ担体の前記非接
触モードにおいて有用なＨＦ信号を受信するように作用する少なくとも１つの伝送コイル
と、
を有すると共に、
受信された有用なＨＦ信号の存在を検出するように構成された交流検出手段を含む回路で
あって、該交流検出手段により検出過程において上記のような有用なＨＦ信号の存在が検
出されると非接触活性化情報の供給を開始することができ、該情報が前記非接触モードを
活性化させるような回路を有するデータ担体において、
前記回路は当該回路の第１接触端子に接続されて入力されたクロック信号の存在を検出す
るように構成されたクロック信号検出手段と、当該回路の第２接触端子に接続されて入力
された第１電源電位の存在を検出するように構成された電源電位検出手段とを有し、前記
第１接触端子は前記第１伝送接点に接続され、前記第２接触端子は前記第２伝送接点に接
続され、前記電源電位検出手段及び前記クロック信号検出手段が合成検出手段により形成
され、該合成検出手段は該手段の電源用に前記第１電源電位を入力するよう構成されると
共に、入力されたクロック信号の存在及び入力された第１電源電位の存在の両方を検出す
るよう構成され、該合成検出手段により検出過程においてクロック信号の存在と第１電源
電位の存在との同時検出の場合にのみ前記接触結合活性化情報の出力が開始されるように
し、該接触結合活性化情報により前記接触結合モードを開始することができ、
前記回路は前記非接触活性化情報及び前記接触結合活性化情報を入力するよう構成された
論理手段を含み、該論理手段は、前記非接触活性化情報のみが発生した場合は該非接触活
性化情報に関連する非接触モード設定情報を出力し、前記接触結合活性化情報のみが発生
した場合は該接触結合活性化情報に関連する接触結合モード設定情報を出力し、上記２つ
の形式の活性化情報が同時に発生した場合は該２つの形式の活性化情報のうちの一方に該
２つの形式の活性化情報のうちの他方よりも優先権を付与すると共に、これに応じて、該
優先権を有する活性化情報に関連する前記モード設定情報を出力するように構成され、前
記接触結合モード設定情報は当該データ担体の前記接触結合モードが設定されるようにし
、前記非接触モード設定情報は当該データ担体の前記非接触モードが設定されるようにし
、
前記回路はマイクロコンピュータをさらに含み、該マイクロコンピュータは前記論理手段
から供給される前記接触結合モード設定情報または前記非接触モード設定情報を受信し、
前記接触結合モードが設定されている場合は、前記伝送接点を介して前記データ担体の外
部から入力され、または前記データ担体の外部へ出力するデータを処理し、前記非接触モ
ードが設定されている場合は、前記少なくとも１つの伝送コイルを介して誘導的に前記デ
ータ担体の外部から入力され、または前記データ担体の外部へ出力するデータを処理する
ように構成されたことを特徴とするデータ担体。
【請求項４】
請求項１－３のいずれか１項に記載のデータ担体において、前記論理手段は前記非接触活
性化情報よりも前記接触結合活性化情報に優先権を付与すると共に、これに応じて、前記
非接触活性化情報と前記接触結合活性化情報との同時発生の場合には関連する前記接触結



(4) JP 4212656 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

合モード設定情報を出力するようになっていることを特徴とするデータ担体。
【請求項５】
請求項１－４のいずれか１項に記載のデータ担体において、前記合成検出手段は検出過程
の間に出力された接触結合活性化情報を記憶することができるメモリ手段と協動し、該合
成検出手段は、更に、前の検出過程において出力されると共に前記メモリ手段に記憶され
た先行接触結合活性化情報の存在を検出するようにもなっており、前記合成検出手段は、
入力されるクロック信号の脱落は検出されるが前記第１電源電位の続いての存在及び前記
先行接触結合活性化情報の存在が検出されるような検出過程においては前記接触結合活性
化情報の供給を維持することを特徴とするデータ担体。
【請求項６】
請求項５に記載のデータ担体において、前記メモリ手段がラッチにより形成されることを
特徴とするデータ担体。
【請求項７】
接触結合モード及び非接触モードで動作することができるデータ担体用の回路であって、
以下に規定するような手段、即ち、
データ担体の外側から機械的にアクセスすることが可能な伝送接点に接続されるようにな
っている接触端子であって、これら接触端子のうちの第１接触端子が当該回路の前記接触
結合モードにおいてクロック信号を入力するように作用する接触端子と、
データ担体の外側から誘導的にアクセス可能である伝送コイルに接続すると共に前記回路
の前記非接触モードにおいて有用なＨＦ信号を入力するように作用する２つのコイル端子
と、
を有すると共に、
受信された有用なＨＦ信号の存在を検出するように構成された交流検出手段であって、該
交流検出手段により検出過程において上記のような有用なＨＦ信号の存在が検出されると
非接触活性化情報の供給を開始することができ、該情報が前記非接触モードを活性化させ
るような交流検出手段を有する回路において、
当該回路が更に該回路の第１接触端子に接続されたクロック信号検出手段を含み、該接触
端子はデータ担体の第１伝送接点に接続することができ、前記クロック信号検出手段は入
力されたクロック信号の存在を検出するように構成されると共に検出過程において上記の
ようなクロック信号の存在を検出すると接触結合活性化情報の供給が開始されるようにし
、該接触結合活性化情報により前記接触結合モードを開始することができ、
当該回路は前記非接触活性化情報及び前記接触結合活性化情報を入力するよう構成された
論理手段を含み、該論理手段は、前記非接触活性化情報のみが発生した場合は該非接触活
性化情報に関連する非接触モード設定情報を出力し、前記接触結合活性化情報のみが発生
した場合は該接触結合活性化情報に関連する接触結合モード設定情報を出力し、上記２つ
の形式の活性化情報が同時に発生した場合は該２つの形式の活性化情報のうちの一方に該
２つの形式の活性化情報のうちの他方よりも優先権を付与すると共に、それに応じて、該
優先権を有する活性化情報に関連する前記モード設定情報を出力するように構成され、前
記接触結合モード設定情報は当該回路の前記接触結合モードが設定されるようにし、前記
非接触モード設定情報は当該回路の前記非接触モードが設定されるようにし、
前記回路はマイクロコンピュータをさらに含み、このマイクロコンピュータは前記論理手
段から供給される前記接触結合モード設定情報または前記非接触モード設定情報を受信し
、前記接触結合モードが設定されている場合は、前記接触端子を介して前記回路の外部か
ら入力され、または前記回路の外部へ出力するデータを処理し、前記非接触モードが設定
されている場合は、前記２つのコイル端子を介して前記回路の外部から入力され、または
前記データ担体の外部へ出力するデータを処理するように構成されたことを特徴とする回
路。
【請求項８】
接触結合モード及び非接触モードで動作することができるデータ担体用の回路であって、
以下に規定するような手段、即ち、
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データ担体の外側から機械的にアクセスすることが可能な伝送接点に接続されるようにな
っている接触端子であって、これら接触端子のうちの第２接触端子が当該回路の前記接触
結合モードにおいて第１電源電位を入力するように作用する接触端子と、
データ担体の外側から誘導的にアクセス可能である伝送コイルに接続すると共に前記回路
の前記非接触モードにおいて有用なＨＦ信号を入力するように作用する２つのコイル端子
と、
を有すると共に、
受信された有用なＨＦ信号の存在を検出するように構成された交流検出手段であって、該
交流検出手段により検出過程において上記のような有用なＨＦ信号の存在が検出されると
非接触活性化情報の供給を開始することができ、該情報が前記非接触モードを活性化させ
るような交流検出手段を有する回路において、
前記回路は当該回路の第２接触端子に接続された電源電位検出手段を含み、該電源電位検
出手段は入力された第１電源電位の存在を検出するよう構成されると共に、検出過程の間
に上記のような第１電源電位の存在が検出されると接触結合活性化情報の供給が開始され
るようにし、該接触結合モード結合活性化情報により前記接触結合モードを開始すること
ができ、
当該回路は前記非接触活性化情報及び前記接触結合活性化情報を入力するよう構成された
論理手段を含み、該論理手段は、前記非接触活性化情報のみが発生した場合は該非接触活
性化情報に関連する非接触モード設定情報を出力し、前記接触結合活性化情報のみが発生
した場合は該接触結合活性化情報に関連する接触結合モード設定情報を出力し、上記２つ
の形式の活性化情報が同時に発生した場合は該２つの形式の活性化情報のうちの一方に該
２つの形式の活性化情報のうちの他方よりも優先権を付与すると共に、それに応じて、該
優先権を有する活性化情報に関連する前記モード設定情報を出力するように構成され、前
記接触結合モード設定情報は当該回路の前記接触結合モードが設定されるようにし、前記
非接触モード設定情報は当該回路の前記非接触モードが設定されるようにし、
前記回路はマイクロコンピュータをさらに含み、このマイクロコンピュータは前記論理手
段から供給される前記接触結合モード設定情報または前記非接触モード設定情報を受信し
、前記接触結合モードが設定されている場合は、前記接触端子を介して前記回路の外部か
ら入力され、または前記回路の外部へ出力するデータを処理し、前記非接触モードが設定
されている場合は、前記２つのコイル端子を介して前記回路の外部から入力され、または
前記データ担体の外部へ出力するデータを処理するように構成されたことを特徴とする回
路。
【請求項９】
接触結合モード及び非接触モードで動作することができるデータ担体用の回路であって、
以下に規定するような手段、即ち、
データ担体の外側から機械的にアクセスすることが可能な伝送接点に接続されるようにな
っている接触端子であって、これら接触端子のうちの第１接触端子が当該回路の前記接触
結合モードにおいてクロック信号を入力するように作用する接触端子と、これら接触端子
のうちの第２接触端子が当該回路の前記接触結合モードにおいて第１電源電位を入力する
ように作用する接触端子と、
データ担体の外側から誘導的にアクセス可能である伝送コイルに接続すると共に前記回路
の前記非接触モードにおいて有用なＨＦ信号を入力するように作用する２つのコイル端子
と、
を有すると共に、
受信された有用なＨＦ信号の存在を検出するように構成された交流検出手段であって、該
交流検出手段により検出過程において上記のような有用なＨＦ信号の存在が検出されると
非接触活性化情報の供給を開始することができ、該情報が前記非接触モードを活性化させ
るような交流検出手段を有する回路において、
前記回路が当該回路の第１接触端子に接続され、入力されたクロック信号の存在を検出す
るように構成されたクロック信号検出手段と、当該回路の第２接触端子に接続され、入力
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された第１電源電位の存在を検出するように構成された電源電位検出手段とを有し、前記
電源電位検出手段及び前記クロック信号検出手段が合成検出手段により形成され、該合成
検出手段は該手段の電源用に前記第１電源電位を入力するよう構成されると共に、入力さ
れたクロック信号の存在及び入力された第１電源電位の存在の両方を検出するよう構成さ
れ、該合成検出手段により検出過程においてクロック信号の存在と第１電源電位の存在と
の同時検出の場合にのみ前記接触結合活性化情報の出力が開始されるようにし、該接触結
合活性化情報により前記接触結合モードを開始することができ、
当該回路は前記非接触活性化情報及び前記接触結合活性化情報を入力するよう構成された
論理手段を含み、該論理手段は、前記非接触活性化情報のみが発生した場合は該非接触活
性化情報に関連する非接触モード設定情報を出力し、前記接触結合活性化情報のみが発生
した場合は該接触結合活性化情報に関連する接触結合モード設定情報を出力し、上記２つ
の形式の活性化情報が同時に発生した場合は該２つの形式の活性化情報のうちの一方に該
２つの形式の活性化情報のうちの他方よりも優先権を付与すると共に、それに応じて、該
優先権を有する活性化情報に関連する前記モード設定情報を出力するように構成され、前
記接触結合モード設定情報は当該回路の前記接触結合モードが設定されるようにし、前記
非接触モード設定情報は当該回路の前記非接触モードが設定されるようにし、
前記回路はマイクロコンピュータをさらに含み、このマイクロコンピュータは前記論理手
段から供給される前記接触結合モード設定情報または前記非接触モード設定情報を受信し
、前記接触結合モードが設定されている場合は、前記接触端子を介して前記回路の外部か
ら入力され、または前記回路の外部へ出力するデータを処理し、前記非接触モードが設定
されている場合は、前記２つのコイル端子を介して前記回路の外部から入力され、または
前記データ担体の外部へ出力するデータを処理するように構成されたことを特徴とする回
路。
【請求項１０】
請求項７－９のいずれか１項に記載の回路において、前記論理手段は前記非接触活性化情
報及び前記接触結合活性化情報が同時に発生した場合は前記非接触活性化情報よりも前記
接触結合活性化情報に優先権を付与すると共に、結果として、関連する前記接触結合モー
ド設定情報を出力するように構成されていることを特徴とする回路。
【請求項１１】
請求項７－10のいずれか１項に記載の回路において、前記合成検出手段は検出過程の間に
出力された接触結合活性化情報を記憶することができるメモリ手段と協動し、該合成検出
手段は、更に、前の検出過程において出力されると共に前記メモリ手段に記憶された先行
接触結合活性化情報の存在を検出するようにもなっており、前記合成検出手段は、入力さ
れるクロック信号の脱落は検出されるが前記第１電源電位の続いての存在及び前記先行接
触結合活性化情報の存在が検出されるような検出過程においては前記接触結合活性化情報
の出力を維持することを特徴とする回路。
【請求項１２】
請求項11に記載の回路において、前記メモリ手段がラッチにより形成されていることを特
徴とする回路。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は接触結合モード及び非接触モードで動作することができるデータ担体に係り、以
下に特定されるような手段、即ち当該データ担体の外部から機械的にアクセスすることが
できる伝送接点であって、これら接点のうちの第１の伝送接点が当該データ担体の接触結
合モードにおいてクロック信号を入力するように作用する伝送接点と、当該データ担体の
外部から誘導的にアクセスすることができると共に当該データ担体の非接触モードにおい
て有用なＨＦ信号を受信するように作用する少なくとも１つの伝送コイルと、受信された
有用なＨＦ信号の存在を検出するよう構成された交流検出手段を含む回路とを有し、上記
交流検出手段により、検出過程において斯かる有用なＨＦ信号の存在が検出されると非接
触活性化情報の供給を開始することができ、該情報が上記非接触モードを活性化させるよ



(7) JP 4212656 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

うなデータ担体に関する。
本発明は、更に、接触結合モード及び非接触モードで動作することができるデータ担体用
の回路に係り、以下に特定されるような手段、即ちデータ担体の外部から機械的にアクセ
スすることができる伝送接点に接続されるようなっている接触端子であって、これら接触
端子のうちの第１の接触端子が当該回路の接触結合モードにおいてクロック信号を入力す
るように作用する接触端子と、データ担体の外部から誘導的にアクセスすることができる
伝送コイルに接続すると共に当該回路の非接触モードにおいて有用なＨＦ信号を受信する
ように作用する２つのコイル端子と、受信された有用なＨＦ信号の存在を検出するよう構
成された交流検出手段とを有し、上記交流検出手段により、検出過程において斯かる有用
なＨＦ信号の存在が検出されると非接触活性化情報の供給を開始することができ、該情報
が上記非接触モードを活性化させるような回路に関する。
背景技術
第１段落で規定したような形式のデータ担体及び第２段落で規定したような形式の回路は
、例えば、国際公開公報WO96/38814 A1から既知である。
この既知のデータ担体は上記交流検出手段のみを含み、この場合、該手段は伝送コイルに
直接接続されると共に、有用なＨＦ信号が該伝送コイルの両端間に現れると非接触モード
、したがって非接触インターフェースを活性化するような交流検出回路により実現されて
いる。この既知のデータ担体で遭遇する問題は、当該データ担体が接触結合モードにあり
且つ上記伝送コイルを介して大きなスプリアス信号が受信されるような動作条件では、斯
かる受信されたスプリアス信号が受信された有用な信号の見せかけとなり、これが上記交
流検出回路により有用なＨＦ信号の出現として検出されることになり、その結果、当該デ
ータ担体が接触結合モードに設定されており且つ該モードに留まるべきであるにも拘わら
ず、上記の受信されたスプリアス信号に応答して非接触モードが誤って活性化されてしま
う点にある。このように、上記既知のデータ担体の場合は、接触結合モードにおける動作
が上記伝送コイルにより受信されるスプリアス信号に応答して遮断されることになり、こ
れにより、データ伝送過程が接触結合モードで進行している場合は該過程が中断される結
果となる。他の動作モードの不所望な活性化の結果としての活性化されている動作モード
の斯かる遮断又は中断は、明らかに好ましくなく且つ許容されるものではない。
発明の開示
本発明の目的は、上述したような問題を解消し、簡単な態様で且つ簡単な手段の助けによ
り改善されたデータ担体及びデータ担体用の改善された回路を提供することにある。
本発明によれば上記目的を達成するため、第１段落で規定した形式のデータ担体において
、前記回路は更に該回路の第１接触端子に接続されたクロック信号検出手段を含み、該接
触端子は前記第１伝送接点に接続され、上記クロック信号検出手段は入力されたクロック
信号の存在を検出するように構成されると共に検出過程において上記のようなクロック信
号の存在を検出すると接触結合活性化情報の供給が開始されるようにし、該接触結合活性
化情報により前記接触結合モードを開始することができ、上記回路は上記非接触活性化情
報及び前記上記接触結合活性化情報を入力するよう構成された論理手段を含み、該論理手
段は、上記非接触活性化情報のみが発生した場合は該非接触活性化情報に関連する非接触
モード設定情報を出力し、上記接触結合活性化情報のみが発生した場合は該接触結合活性
化情報に関連する接触結合モード設定情報を出力し、上記２つの形式の活性化情報が同時
に発生した場合は該２つの形式の活性化情報のうちの一方に該２つの形式の活性化情報の
うちの他方よりも優先権を付与すると共に、これに応じて、該優先権を有する活性化情報
に関連するモード設定情報を出力するように構成され、上記接触結合モード設定情報は当
該データ担体の接触結合モードが設定されるようにし、上記非接触モード設定情報は当該
データ担体の非接触モードが設定されるようにする。このようにして、最小の追加費用に
より、本発明によるデータ担体が常に正しく且つ所望のモードに設定されることが保証さ
れると共に、所望のモードが活性されている間において他の不所望なモードがスプリアス
効果又は他の否定的な影響により不注意に活性化されてしまうことがないことが保証され
る。このように、本発明によるデータ担体においては、所望の動作モードの活性化に関し
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て非常に高い信頼性が保証される。
請求項１に記載の特徴を有する本発明によるデータ担体においては、上記論理手段は有利
には該論理手段が上記非接触活性化情報よりも上記接触結合活性化情報に優先権を付与す
ると共に、これに応じて、上記非接触活性化情報と上記接触結合活性化情報との同時発生
の場合には関連する接触結合モード設定情報を出力するように構成することができ、その
結果上記非接触モードが活性化される。この構成は、非接触モードの活性化及び維持に関
して当該データ担体の高信頼性を保証する。請求項１に記載の特徴を有する本発明による
データ担体においては、更に、請求項２に記載した対策が採られると有利であることが分
かった。この構成は、接触結合モードの活性化及び維持に関して当該データ担体の高信頼
性を保証する。
また、請求項１に記載の特徴を有する本発明によるデータ担体においては、更に、請求項
３に記載した対策が採られると有利であることが分かった。この構成は、接触結合モード
の活性化及び維持に関して当該データ担体の特に高い信頼性を保証する。請求項３に記載
した対策は、請求項２に記載した特徴を有する本発明によるデータ担体にも有効に適用す
ることができることに注意されたい。
電源電位検出手段を有するデータ担体に関しては、文献EP 0 424 726 B1を参照されたい
。該文献は電源電位検出手段として弁別器回路を含むデータ担体を開示しており、該回路
は第１弁別器入力と第２弁別器入力とを有し、該第１弁別器入力は２つの伝送コイルに誘
起された交流電圧の整流及び平滑により得られる第１直流電圧を入力するよう配置され、
上記第２弁別器入力は当該データ担体に２つの伝送接点を介して供給される第２直流電圧
を入力するよう配置され、上記弁別器回路は該回路の出力に上記第１直流電圧又は上記第
２直流電圧の存在に依存する２つの異なる論理レベルを有する信号を生成し、これらレベ
ルの各々が２つの可能性のあるモードのうちの一方に対応している。この既知のデータ担
体の２つの可能性のあるモードを活性化するためには、２つの直流電圧の存在を検出しな
ければならない。この場合に生じる問題は、上記伝送接点から入力される第２直流電圧が
、例えば該伝送接点が接触される結果としてあり得るような、例えば静電効果により無効
化される可能性がある点にある。更に、上記伝送コイルから入力される第１直流電圧は、
例えば、スプリアス電磁放射により無効化される可能性がある。これらの両無効化は当該
弁別器回路による誤った弁別に繋がる可能性があり、これは、活動モードが不注意に残存
されたり、該既知のデータ担体の上記２つの可能性のある動作モードが常に切り替わった
りする結果となり得る。一方、上述した本発明によるデータ担体においては、追加の電源
電位検出手段が受信される有用なＨＦ信号、入力されるクロック信号及び入力される第１
電源電位の発生及び存在を監視し、これが、本発明によるデータ担体の活動状態のモード
の不所望な停止又は２つの可能性のある動作モードの間での不所望な連続した切り換えを
略確実に取り除く。
また、請求項３に記載の特徴を有する本発明によるデータ担体においては、更に、請求項
４に記載した対策が採られると有利であることが分かった。この構成は、特に当該回路が
集積回路の形で実施化される場合に、該回路の簡単な実施化の点で有利となる。
また、請求項４に記載の特徴を有する本発明によるデータ担体においては、更に、請求項
５に記載した対策が採られると有利であることが分かった。この構成は、クロック信号と
第１電源電位の同時発生及び検出の後に、本発明によるデータ担体で接触結合モードが活
性化され且つ続いて上記クロック信号の発生が遮断された場合においても、該接触結合モ
ードが活性化されたままとなるのを保証する。更に、本発明によるデータ担体において非
接触モードが活性状態である間に、第１電源電位の存在を模擬するようなスプリアス電位
が該データ担体の第２伝送接点上に現れたとしても、該非接触モードが遮断されることが
ないことが保証される。
また、請求項５に記載の特徴を有する本発明によるデータ担体においては、更に、請求項
６に記載した対策が採られると有利であることが分かった。この構成は、特に当該回路が
集積回路の形で実施化される場合に、該回路の簡単な実施化の点で非常に有利であること
が分かった。
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本発明によれば、前述した目的を達成するため、第２段落で規定したような形式の回路は
、当該回路が更に該回路の第１接触端子に接続されたクロック信号検出手段を含み、該接
触端子はデータ担体の第１伝送接点に接続することができ、上記クロック信号検出手段は
入力されたクロック信号の存在を検出するように構成されると共に検出過程において上記
のようなクロック信号の存在を検出すると接触結合活性化情報の供給が開始されるように
し、該接触結合活性化情報により前記接触結合モードを開始することができ、当該回路は
上記非接触活性化情報及び上記接触結合活性化情報を入力するよう構成された論理手段を
含み、該論理手段は、上記非接触活性化情報のみが発生した場合は該非接触活性化情報に
関連する非接触モード設定情報を出力し、上記接触結合活性化情報のみが発生した場合は
該接触結合活性化情報に関連する接触結合モード設定情報を出力し、上記２つの形式の活
性化情報が同時に発生した場合は該２つの形式の活性化情報のうちの一方に該２つの形式
の活性化情報のうちの他方よりも優先権を付与すると共に、これに応じて、該優先権を有
する活性化情報に関連するモード設定情報を出力するように構成され、上記接触結合モー
ド設定情報は当該回路の接触結合モードが設定されるようにし、上記非接触モード設定情
報は当該回路の非接触モードが設定されるようにすることを特徴としている。このように
して、請求項１に記載したような特徴を持つ本発明によるデータ担体に関して上述した利
点に対応する利点が、本発明による回路に関しても得られる。
請求項８ないし１２に記載したような特徴を有する本発明による回路の有利な変形例は、
請求項２ないし６に記載したような特徴を有する本発明によるデータ担体の有利な変形例
に関して上述した利点に対応する利点を生じる。
本発明の上述した特徴及び他の特徴は、以下に例示として説明する実施例から明らかにな
り、且つ、これら実施例を参照して説明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
以下、本発明を図に示された例示としての２つの実施例（本発明を限定するものではない
）を参照して更に詳細に説明するが、添付図面において、
第１図は、本発明の第１実施例によるデータ担体の該当部分及び該データ担体用の回路を
示すブロック図の形の概要図、
第２図は、第１図に示すデータ担体及び回路で発生し得る信号及び情報に関する真理値表
、
第３図は、第１図に示すデータ担体及び回路で発生し得る信号及び情報に関する他の真理
値表、
第４図は、本発明の第２実施例によるデータ担体及び該データ担体用の回路を第１図と同
様の形で示し、
第５図は、第４図に示すデータ担体及び回路で発生し得る信号及び情報に関する真理値表
である。
発明を実施するための最良の形態
第１図は、本発明の第１実施例によるデータ担体１の一部及び該データ担体１用の回路１
Ａを示すブロック図の形の概要図である。本例では、データ担体１は所謂コンビカード（
combi-card）である。また、回路１Ａは集積回路である。データ担体１及び該担体の回路
１Ａは、所謂接触結合モード及び所謂非接触モードで動作することができる。
データ担体１、即ち、その回路１Ａはマイクロコンピュータ２を含み、該マイクロコンピ
ュータは複数の機能及び仕事を実行する。マイクロコンピュータ２は、なかでも、該マイ
クロコンピュータが入力又は供給するデータを処理するように作用する。マイクロコンピ
ュータ２は電源電位ＶＤＤ又はＶＣＣを入力するための電位端子３と、クロック信号ＣＬ
Ｋ１又はＣＬＫ２を入力するためのクロック信号端子４と、モード設定情報ＫＢＥＩ又は
ＫＬＥＩを入力するための制御端子５と、接触結合モードが活性状態の場合に有用なデー
タＤ－ＫＢを直列に入力及び直列に出力するための第１データポート６と、複数の端子を
有すると共に非接触モードが活性状態の場合に有用なデータＤ－ＫＬを並列に入力し及び
並列に出力するよう作用する第２データポート７と、接触結合モードにおいては有用なデ
ータＤ－ＫＢを非接触モードにおいては有用なデータＤ－ＫＬを出力及び入力するための
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第３データポート８とを有している。
マイクロコンピュータ２の上記第３データポート８に接続されているものはメモリ手段９
であり、該メモリ手段はワーキングメモリを形成するＲＡＭ１０と、プログラムメモリを
形成するＲＯＭ１１と、プログラムメモリ及びデータメモリを形成するEEPROM１２とを含
んでいる。該メモリ手段９は、電源電位ＶＤＤ又はＶＣＣを入力するための電位端子１３
と、有用なデータＤ－ＫＢ及びＤ－ＫＬを入力及び出力するためのデータポート１４とを
有している。データポート１４は上記マイクロコンピュータ２の第３データポート８に接
続されている。
データ担体１は、基本的に、適切な送信／受信装置により送出され且つ接触結合モードの
当該担体により入力された有用なデータＤ－ＫＢをマイクロコンピュータ２により処理し
、次いで該データをメモリ手段９に記憶するか、又はマイクロコンピュータ２によりメモ
リ手段９から有用なデータＤ－ＫＢを読み出し、次いで該データを当該データ担体１と協
動する適切な送信／受信装置へ伝送するように作用する。更に、データ担体１は、適切な
送信／受信装置により出力され且つ非接触モードの当該データ担体に誘導的に送信された
有用なデータＤ－ＫＬをマイクロコンピュータ２により処理し、該データをメモリ手段９
に記憶するか、又は有用なデータＤ－ＫＬをマイクロコンピュータ２によりメモリ手段９
から読み出し、次いでこのデータを処理すると共に該データを適切な送信／受信装置に誘
導的に送信するように作用する。
データ担体１は接点アレイ１５を有し、該アレイは本例では全部で８つの伝送接点１６、
１７、１８、１９、２０、２１、２２及び２３を有している。本例では、これら８つの伝
送接点１６ないし２３は接触パッドにより形成され、これらパッドの平面形状が第１図に
概念的にのみ示されている。接触パッドにより形成された上記伝送接点１６ないし２３は
、当該データ担体１の外側から機械的にアクセスすることができる。言い換えると、この
ことは、これらの伝送接点１６ないし２３は、当該データ担体１が適切な送信／受信装置
に導入された場合に、該送信／受信装置の相手の接点と係合可能であるということを意味
する。
上記接点アレイ１５は第１伝送接点１６を有し、該接点は当該データ担体１の接触結合モ
ードでクロック信号ＣＬＫ１を入力するよう作用する。該接点アレイ１５は更に第２伝送
接点１７を有し、該接点は接触結合モードで第１の電源電位ＶＣＣを入力するよう作用す
る。該接点アレイ１５は更に第３伝送接点１８を有し、該接点は接触結合モードで第２の
電源電位を入力するよう作用する。この第２電源電位は本例では第１図に示されるように
接地電位である。該接点アレイ１５は更に第４伝送接点１９を有し、該接点は有用なデー
タＤ－ＫＢを伝送するよう作用する。即ち、該接点を介して適切な送信／受信装置により
出力される上記有用なデータＤ－ＫＢを当該データ担体１に供給することができると共に
、該接点を介して当該データ担体１により出力される有用なデータＤ－ＫＢを送信／受信
装置に供給することができる。該接点アレイ１５は更に第５伝送接点２０を有し、該接点
はリセット信号（ＲＳＴ）を入力するよう作用する。尚、このようなリセット信号の使用
及び効果は本題には関係がないので、該信号については第１図を参照してこれ以上は説明
しない。該接点アレイ１５は更に第６伝送接点２１、第７伝送接点２２及び第８伝送接点
２３を有する。これらの３つの伝送接点２１、２２及び２３は空き、即ち本データ担体１
では使用されていない。
第１伝送接点１６は回路１Ａの第１接触端子１６Ａに接続され、該端子は導電性クロック
信号線２４に接続され、該信号線を介して、第１伝送接点１６及び第１接触端子１６Ａを
経て供給されるクロック信号ＣＬＫ１を制御可能なクロック信号切換手段２６の第１入力
端子２５に供給することができる。該クロック信号切換手段２６は電源電位ＶＤＤ又はＶ
ＣＣを入力するための電位端子９９と出力２７とを有し、該出力はマイクロコンピュータ
２のクロック信号端子４に接続され、該出力を介して上記クロック信号ＣＬＫ１及び他の
クロック信号ＣＬＫ２をマイクロコンピュータ２に供給することができる。制御されるた
めに、該可制御クロック信号切換手段２６は制御入力６８を有し、該制御入力にはモード
設定情報ＫＢＥＩ又はＫＬＥＩを供給することができる。



(11) JP 4212656 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

第２伝送接点１７は回路１Ａの第２接触端子１７Ａに接続され、該端子は第１の導電性電
位線２８に接続され、該電位線を介して、以下に説明するように第１電源電位ＶＣＣを当
該データ担体１の、即ちデータ担体１の回路１Ａの種々の回路部分に供給することができ
る。
第３伝送接点１８は回路１Ａの第３接触端子１８Ａに接続され、該端子は第２の導電性電
位線２９に接続され、該電位線を介して接地電位を、図の明瞭化のために第１図には示し
ていないが当該データ担体１の、即ちデータ担体１の回路１Ａの種々の回路部分に供給す
ることができる。
第４伝送接点１９は回路１Ａの第４接触端子１９Ａに接続され、該端子は導電性データ線
３０に接続され、該データ線を介して上記第４接触端子１９Ａはマイクロコンピュータ２
の第１データポート６に接続される。その結果、当該データ担体１、即ち回路１Ａが接触
結合モードで活動状態にある場合、有用なデータＤ－ＫＢは該データ線３０を介して上記
第４伝送接点１９とマイクロコンピュータ２の第１データポート６との間で伝送すること
ができる。
接点アレイ１５の伝送接点１６ないし２３に関しては、データ担体１の、即ち回路１Ａの
非接触モードにおいて該データ担体１の回路１Ａ内で発生される電源電位ＶＤＤの結果、
少なくとも１つの伝送接点及び他の１つの伝送接点上に電位が現れる可能性があり、斯か
る電位は例えば上記伝送接点を駆動するための駆動段のような内部回路部分を介して生成
され且つ当該データ担体１の外側から影響され得るということに注意されたい。或る電位
値の、即ち上記電源電位ＶＤＤの電位値の直流電位が、第４伝送接点１９上に現れること
もある。特別な配置又は対策なしでは、データ担体１は異なる電位値が種々の接点上に現
る得るという問題を有し、その結果として、例えば２つの伝送接点１７及び１８又は２つ
の伝送接点１９及び１８等の種々の接点の硬貨又は何らかの他の導電性物体による接触が
、これら異なる電位値の短絡につながることになり、これは好ましくない。このような理
由で、第１図に示すデータ担体１には上記問題を取り除くために追加の手段が設けられて
おり、これを以下に更に詳細に説明する。
データ担体１は当該データ担体１内に組み込まれた伝送コイル３１を有し、該コイルはデ
ータ担体１の外部から誘導的にアクセスすることができると共に、当該データ担体１の非
接触モードにおいて適切な送信／受信装置から有用なＨＦ信号ＨＦを受信するよう作用す
る。このような有用なＨＦ信号ＨＦは、データ担体１が斯様な送信／受信装置の範囲内に
ある場合に該データ担体１により受信することができる。接点アレイ１５を介しての接触
結合モードの通信可能性に加えて、伝送コイル３１は当該データ担体１と適切な送信／受
信装置との間の誘導方法による通信の可能性を提供する。
データ担体１の上記伝送コイル３１は２つのコイル端３２及び３３を有している。これら
２つのコイル端３２及び３３は、データ担体１における回路１Ａの２つのコイル端子３２
Ａ及び３３Ａに接続され、これらコイル端子は第１図に１点鎖線で示す処理手段３４に接
続されている。
上記処理手段３４は、電源電圧発生手段としての整流手段３５と、伝送手段３６と、クロ
ック信号再生手段３７と、復調手段３８と、変調手段３９とを有している。図示せぬ態様
で上記手段３５ないし３９はコイル端子３２Ａ及び３３Ａに、したがってコイル端３２及
び３３を介して伝送コイル３１に接続されている。処理手段３４は、電源電位ＶＣＣ又は
ＶＤＤを供給することができる電位端子４０を有している。該電位端子４０に印加される
電源電位ＶＣＣ又はＶＤＤは、図示せぬ態様で手段３５ないし３９に供給することができ
る。電位端子４０は第２の導電性電位線４１に接続されている。
整流手段３５は伝送コイル３１から入力される有用なＨＦ信号ＨＦを整流するよう作用す
る。該整流手段３５が斯かる有用なＨＦ信号ＨＦを入力すると、該整流手段３５は電源電
圧、したがって第２電源電位ＶＤＤを発生し、該電位は導電線４２を介して第２の導電性
電位線４１に供給される。
伝送手段３６は、伝送コイル３１により受信され当該伝送手段３６に供給される有用なＨ
Ｆ信号ＨＦを伝送するよう作用する。伝送手段３６は、該手段に供給される有用なＨＦ信
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号ＨＦを他の導電線４３に供給する。
クロック信号再生手段３７はクロック信号ＣＬＫ２を再生するよう作用するもので、この
クロック信号再生手段３７は該クロック信号を伝送コイル３１により受信され該クロック
信号再生手段３７に供給される有効はＨＦ信号ＨＦから導出する。クロック信号再生手段
３７は該手段により再生されたクロック信号ＣＬＫ２を他の導電線４４に供給し、該導電
線は前記クロック信号切換手段２６の第２入力端子４５に繋がり、したがって再生された
クロック信号ＣＬＫ２がクロック信号切換手段２６を介してマイクロコンピュータ２のク
ロック信号端子４に供給されるのを可能にする。
復調手段３８は、伝送コイル３１により受信され該コイルから当該復調手段３８に供給さ
れる有用なＨＦ信号ＨＦを復調するように作用し及びそのように構成されており、該復調
手段３８は受信される有用なＨＦ信号ＨＦにより変調として搬送される有用なデータＤ－
ＫＬが該受信される有用なＨＦ信号ＨＦから導出されるのを可能にする。復調手段３８は
該手段が導出した上記の有用なデータＤ－ＫＬを他の導電線４５に供給する。
変調手段３９は有用なデータＤ－ＫＬを変調するよう作用し、該データは他の導電線４６
を介して該変調手段３９に供給することができると共に、変調された後、該変調手段３９
から伝送コイル３１に供給することが可能であり、これにより誘導伝送用に構成された適
切な送信／受信装置に伝送されるようにする。変調手段３９は他の導電線４８に接続され
た制御入力４７を有し、該線を介して可能化信号を変調手段３９に印加することができる
。
導電線４５、４６及び４８は、第１の制御可能な減結合手段５２の端子４９、５０及び５
１に接続されている。この第１の可制御減結合手段５２は電位端子５３を有し、該端子を
介して電源電位ＶＣＣ又はＶＤＤを当該第１可制御減結合手段５２に供給することができ
る。第１可制御減結合手段５２は、更に、制御入力５４を有し、該入力を介してモード設
定情報ＫＢＥＩ又はＫＬＥＩを該第１可制御減結合手段５２に供給することができる。第
１可制御減結合手段５２は、更に、第１の双方向直列データ線５６を介してデータ処理手
段５８の第１の直列データポート５７に接続された直列データポート５５を有している。
データ処理手段５８は配線による回路装置を有し、該回路装置によりデータ担体１によっ
て受信された有用なデータＤ－ＫＬをマイクロコンピュータ２に供給する前に処理するこ
とができ、また、該回路装置によりマイクロコンピュータ２によって供給された有用なデ
ータＤ－ＫＬを伝送コイル３１により送信する前に処理することができる。データ処理手
段５８は電位端子５９を有し、該端子には電源電位ＶＣＣ又はＶＤＤを供給することがで
きる。データ処理手段５８は、更に、第２の直列データ線６１を介して第２の制御可能な
減結合手段６３の直列データポート６２に接続された第２の直列データポート６０を有し
ている。
上記第２可制御減結合手段６３は電位端子６４を有し、該端子を介して電源電位ＶＣＣ又
はＶＤＤを当該第２可制御減結合手段６３に供給することができる。第２可制御減結合手
段６３は、更に、制御入力６５を有し、該入力を介してモード設定情報ＫＢＥＩ又はＫＬ
ＥＩを当該第２可制御減結合手段６３に供給することができる。第２可制御減結合手段６
３は、更に、複数の別個の端子を有し且つ並列データバス６７を介してマイクロコンピュ
ータ２の第２データポート７に接続された並列データポート６６を有している。上記並列
データバス６７は、第２可制御減結合手段６３とマイクロコンピュータ２との間において
、有用なデータＤ－ＫＬの並列の形での伝送を可能にする。
第１可制御減結合手段５２は一方では復調手段３８及び変調手段３９と、他方ではデータ
処理手段５８とを減結合するよう作用し、第２可制御減結合手段６３は一方ではデータ処
理手段５８と、他方ではマイクロコンピュータ２とを減結合するよう作用する。可制御減
結合手段５２及び６３は制御入力５４及び６５を介して、これら可制御減結合手段５２及
び６３が減結合状態と結合状態との間で切り換えることができるように、制御可能である
。可制御減結合手段５２及び６３が各々結合状態にある場合、伝送コイル３１からマイク
ロコンピュータ２への及び最終的に後者からメモリ手段９への有用なデータＤ－ＫＬのデ
ータ転送が、復調手段３８、第１減結合手段５２、データ処理手段５８及び第２減結合手
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段６３を介して可能であり、反対方向では、有用なデータＤ－ＫＬのデータ転送がメモリ
手段９から伝送コイル３１へ、第２減結合手段６３、データ処理手段５８、第１減結合手
段５２及び変調手段３９を介して可能である。
データ担体１、即ちその回路１Ａは導電線４３に接続された入力端子を有する交流検出手
段６９を含み、上記導電線は伝送手段３６と該交流検出手段６９との間の導電接続を形成
する。交流検出手段６９は電位端子７１を有し、該端子を介して電源電位ＶＣＣ又はＶＤ
Ｄを当該交流検出手段６９に供給することができる。該交流検出手段６９は受信された有
用なＨＦ信号ＨＦの存在を検出するように構成されている。検出過程において斯様な有用
なＨＦ信号ＨＦの存在を検出すると、交流検出手段６９は非接触活性化情報ＫＬＡＩの出
力を開始することができる。このような非接触活性化情報ＫＬＡＩにより、データ担体１
、即ち該担体の回路１Ａの非接触モードを活性化することができる。交流検出手段６９は
、該手段が第１電源電位ＶＣＣにより駆動される場合及び該手段が第２電源電位ＶＤＤに
より駆動される場合の両方で、受信される有用なＨＦ信号ＨＦの存在の検出を実行し、こ
れは言い換えると当該交流検出手段が第１電源電位ＶＣＣと第２電源電位ＶＤＤとの間の
区別をすることができない、即ち上記２つの電源電位ＶＣＣ及びＶＤＤの少なくとも一方
を識別又は検出することができないということを意味していることに注意されたい。
データ担体１及びその回路１Ａは、有利には合成検出手段７３も含むものとする。
本例においては、合成検出手段７３は、導電線２４を介して回路１Ａの第１接触端子１６
Ａに、したがってデータ担体１の第１伝送接点１６に接続された第１のクロック信号検出
手段を構成し、上記導電線２４は当該合成検出手段７３の第１入力端子７４に繋がってい
る。合成検出手段７３、即ちクロック信号検出手段を形成する該合成検出手段の部分は、
第１伝送接点１６及び第１接触端子１６Ａを介して入力されるクロック信号ＣＬＫ１の存
在を検出するように構成されており、検出過程において斯かるクロック信号ＣＬＫ１の存
在を検出すると、該合成検出手段７３は接触結合活性化情報ＫＢＡＩの出力を開始するこ
とができ、該情報により接触結合モードが活性化される。
合成検出手段７３は、更に、電源電位検出手段を形成し、該電源電位検出手段は第１の導
電性電位線２８を介して回路１Ａの第２接触端子１７Ａ及びデータ担体１の第２伝送接点
１７に接続されている。第１図から明らかなように、合成検出手段７３は上記第１の導電
性電位線２８を介して第２接触端子１７Ａ及び第２伝送接点１７に接続された電位端子７
５を有し、かくして第１電源電位ＶＣＣが合成検出手段７３に供給されるようにして該手
段に電源を供給する。合成検出手段７３は、更に、電位入力端子１０５を有し、該端子は
識別又は検出入力を構成すると共に前記電位線２８に接続されて、第１の電源電位ＶＣＣ
が識別又は検出の目的で当該合成検出手段７３に供給されるようにする。合成検出手段７
３、即ち上記電源電位検出手段を形成する部分は、入力される第１電源電位ＶＣＣの存在
を検出するように構成され、検出過程において斯かる第１電源電位ＶＣＣの存在を検出す
ると、当該合成検出手段７３は接触結合活性化情報の供給を開始することができる。
第１図に示すデータ担体１及び該担体の回路１Ａの本例では、合成検出手段７３は、検出
過程においてはクロック信号ＣＬＫ１の存在と第１電源電位ＶＣＣの存在の同時検出の場
合にのみ接触結合活性化情報ＫＢＡＩの出力が開始され得るように、構成されている。こ
のような接触結合活性化情報ＫＢＡＩは当該合成検出手段７３の出力７６に供給される。
第１図のデータ担体１においては、合成検出手段７３はメモリ手段７７と協動し、該メモ
リ手段は本例では特に有利な態様で所謂ラッチにより形成されている。該メモリ手段７７
は合成検出手段７３の出力７６に接続された入力７８を有している。また、メモリ手段７
７は当該合成検出手段７３の第２入力端子８０に接続された出力７９を有している。検出
過程の間に合成検出手段７３により出力される接触結合活性化情報ＫＢＡＩはメモリ手段
７７に記録することができ、該記憶は、検出過程の間で、前の検出過程で合成検出手段７
３により出力され且つメモリ手段７７に記憶された先行する接触結合活性化情報PRIOR－
ＫＢＡＩが利用可能となるように実行される。メモリ手段７７は電位端子８１を有し、該
端子を介して第１電源電位ＶＣＣを当該メモリ手段７７に供給することができる。
第１図に示すように、データ担体１及び該担体の回路１Ａにおいて、合成検出手段７３は
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、更に、前の検出過程で出力されメモリ手段７７に記憶されている先行接触結合活性化情
報PRIOR－ＫＢＡＩの存在を検出するようにもなっており、該情報は第２の入力端子８０
を介して当該合成検出手段７３に供給することができる。入力されるクロック信号ＣＬＫ
１は脱落しているが、第１電源電位ＶＣＣの続いての存在及び先行接触結合活性化情報PR
IOR－ＫＢＡＩの存在が検出されるような検出過程においては、当該合成検出手段７３は
接触結合活性化情報ＫＢＡＩの出力を維持する。
データ担体１及び該担体の回路１Ａは更に論理手段８２を有している。該論理手段８２は
電位端子８３を有し、該端子を介して電源電位ＶＣＣ又はＶＤＤを第２の導電性電位線４
１から当該論理手段８２に供給することができる。該論理手段８２は、更に、第１入力端
子８４と、第２入力端子８５と、第１出力端子８６と、第２出力端子８７とを有している
。論理手段８２の第１入力端子８４は他の導電線８８を介して交流検出手段６９の出力７
２に接続され、かくして非接触モード活性化情報ＫＬＡＩを当該論理手段８２に供給する
ことができる。第２入力端子８５は他の導電線８９を介して合成検出手段７３の出力７６
に接続され、かくして接触結合モード活性化情報ＫＢＡＩを当該論理手段８２に供給する
ことができる。
論理手段８２は、非接触モード活性化情報ＫＬＡＩのみが発生した場合は該活性化情報に
関連する接触結合モード設定情報ＫＢＥＩを出力し、接触結合活性化情報ＫＢＡＩのみが
発生した場合は該活性化情報に関連する接触結合モード設定情報ＫＢＥＩを出力し、両形
式の活性化情報ＫＬＡＩ及びＫＢＡＩが同時に発生した場合は非接触活性化情報ＫＬＡＩ
よりも接触結合活性化情報ＫＢＡＩに優先権を与えて、結果として関連する接触結合モー
ド設定情報ＫＢＥＩを出力するように構成されている。上記非接触モード設定情報ＫＬＥ
Ｉ及び接触結合モード設定情報ＫＢＥＩは論理手段８２の第１出力端子８６を介して出力
される。論理手段８２の第１出力端子８６は他の導電線９０に接続され、該導電線を介し
て非接触モード設定情報ＫＬＥＩ及び接触結合モード設定情報ＫＢＥＩは制御情報として
当該データ担体１及び回路１Ａの種々の回路部分に供給することができる。上記接触結合
モード設定情報ＫＢＥＩにより当該データ担体１の接触結合モードを、そして上記非接触
モード設定情報ＫＬＥＩにより当該データ担体１及び回路１Ａの非接触モードを選択する
ことができることに注意されたい。
データ担体１において、第２伝送接点１７及び該伝送接点に接続された回路１Ａの第２接
触端子１７Ａは、これら第２伝送接点１７及び第２接触端子１７Ａに関連する可制御スイ
ッチング手段９１に接続されている。該スイッチング手段は、前記電源電圧発生手段、即
ち整流手段３５により発生された電源電圧の結果としてデータ担体１及び回路１Ａ内で得
られる第２電源電位ＤＶＶの上記第２伝送接点及び第２接触端子１７Ａへの供給が禁止さ
れるようにする。本例では、上記可制御スイッチング手段９１は第２伝送接点１７及び第
２接触端子１７Ａと直列に接続されたトランジスタスイッチにより形成され、該トランジ
スタスイッチは高インピーダンススイッチング状態と低インピーダンススイッチング状態
との間で切り換えることができる。このスイッチング過程を実行可能にするため、該可制
御スイッチング手段９１は他の導電線９３を介して論理手段８２の第２出力端子８７に接
続された制御入力９２を有している。
既に上述したように、非接触モードを活性化することができる非接触活性化情報ＫＬＡＩ
は、論理手段８２に該手段の第１入力端子８４を介して供給することができる。また、接
触結合モードを活性化することができる接触結合活性化情報ＫＢＡＩは論理手段８２に第
２入力端子８５を介して供給することができる。
論理手段８２は、スイッチング手段制御情報を出力するような構成のものであり、該制御
情報に関連する非接触活性化情報ＫＬＡＩのみが発生するとスイッチング手段開成情報Ｓ
ＡＩをスイッチング手段制御情報として出力し、接触結合活性化情報ＫＢＡＩのみが発生
すると該制御情報に関連するスイッチング手段閉成情報ＳＥＩをスイッチング手段制御情
報として出力し、両形式の活性化情報ＫＬＡＩ及びＫＢＡＩが同時に発生すると非接触活
性化情報ＫＬＡＩより接触結合活性化情報ＫＢＡＩに優先権を与えて、関連するスイッチ
ング手段閉成情報ＳＥＩをスイッチング手段制御情報として出力するように構成されてい
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る。スイッチング手段開成情報ＳＡＩ及びスイッチング手段閉成情報ＳＥＩは導電線９３
を介してスイッチング手段９１の制御入力９２に供給される。スイッチング手段開成情報
ＳＡＩは、スイッチング手段９１を電源電位ＶＤＤの第２伝送接点１７及び第２接触端子
１７Ａへの供給を禁止するようなスイッチング状態に設定させ、スイッチング手段閉成情
報ＳＥＩは、スイッチング手段９１を電源電位ＶＤＤの第２伝送接点１７及び第２接触端
子１７Ａへの供給が許可されるようなスイッチング状態に設定させる。電源電位ＶＤＤが
第２接触端子１７Ａ及び第２伝送接点１７に供給されるようにするようなスイッチング手
段９１のスイッチング状態においては、有利にも第２伝送接点１７から入力された第１電
源電位ＶＣＣが第１の導電性電位線２８及びスイッチング手段９１を介して第２の導電性
電位線４１に供給されるようになり、その結果、上記第２の導電性電位線４１を介して給
電されるデータ担体１及び該担体の回路１Ａの回路部分は第１電源電位ＶＣＣでもって給
電される。
第１図に示すデータ担体１及び回路１Ａは、更に、電位等化手段９４を有する。該電位等
化手段９４により第２伝送接点１７及び結果として接触端子１７Ａ並びに第４伝送接点１
９及び結果として第４接触端子１９Ａは、データ担体１及び回路１Ａが非接触モードであ
る場合に特にそうであるように、電源電圧及び結果として第２電源電位ＶＤＤが電源電圧
発生手段、即ち整流手段３５により導出されるような十分に大きな有用なＨＦ信号ＨＦが
受信される場合、本例では第３伝送接点１８及び第３接触端子１８Ａにも現れる接地電位
であるような略同一の電位になされる。
本例の場合、上記電位等化手段９４は本質的に２つの可制御トランジスタスイッチ９５及
び９６により形成され、これらトランジスタスイッチは制御入力９７及び９８を各々有し
ている。これら２つの制御入力９７及び９８の各々は導電線９０に接続され、該導電線に
は前記論理手段が非接触モード設定情報ＫＬＥＩ及び接触結合モード設定情報ＫＢＥＩを
供給する。
第１図のデータ担体の変形例（別途図示されてはいない）においては、８つの全接点１６
ないし２３を、合計で８個の可制御トランジスタスイッチを有する電位等化手段９４によ
り、接地電位であり得るが第２電源電位ＶＤＤのような他の電位でもあり得るような同一
の電位にすることもできる。
以下、データ担体１及び該担体の回路１Ａの動作を接触結合モードの活性化及び非接触モ
ードの活性化に関し第２図及び第３図の真理値表を参照して説明する。ここで、第２図の
真理値表は前記合成検出手段７３に関係するものである。また、第３図の真理値表は交流
検出手段６９と論理手段８２とに関係するものである。
第２図の真理値表の第１列は、合成検出手段７３の第１入力端子７４上のクロック信号Ｃ
ＬＫ１の存在（１）又は不存在（０）を示している。該真理値表の第２列は、合成検出手
段７３の電位端子７５上の第１電源電位ＶＣＣの存在（１）又は不存在（０）を示してい
る。該真理値表の第３列は、合成検出手段７３の第２入力端子８０上の先行接触結合活性
化情報PRIOR－ＫＢＡＩの存在（１）又は不存在（０）を示している。最後に、該真理値
表の第４列は、合成検出手段７３の出力７６上の接触結合活性化情報ＫＢＡＩの存在（１
）又は不存在（０）を示している。
第３図の真理値表の第１列は、交流検出手段６９の入力端子７０上の有用なＨＦ信号ＨＦ
の存在（１）又は不存在（０）を示している。該真理値表の第２列は、交流検出手段６９
の出力７２上及び論理手段８２の第１入力端子８４上の非接触活性化情報ＫＬＡＩの存在
（１）又は不存在（０）を示している。該真理値表の第３列は、合成検出手段７３の出力
７６上及び論理手段８２の第２入力端子８５上の接触結合活性化情報ＫＢＡＩの存在（１
）又は不存在（０）を示している。第３図の真理値表の第４列は、論理手段８２の第１出
力端子８６上の非接触モード設定情報の存在ＫＬＥＩ＝０、及び接触結合モード設定情報
の存在ＫＢＥＩ＝０を示している。該真理値表の第５列は、論理手段８２の第２出力端子
８７上のスイッチング手段開成情報の存在ＳＥＩ＝０を示している。該真理値表の第６列
は、スイッチング手段９１のスイッチング状態を示し、“ＯＮ”は低インピーダンス状態
であり、“ＯＦＦ”は高インピーダンス状態である。第３図の真理値表の第７列は、デー
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タ担体１及び該担体の回路１Ａのモード（ＭＯＤＥ）を特定し、“CONTACTLESS”は非接
触モードを示し、“ＣＯＮＴＡＣＴ”は接触結合モードを示す。
当該データ担体１の接点アレイ１５も伝送コイル３１も適切な送信／受信装置と通信中で
はないと仮定する。この状況では（第２図及び第３図の２つの真理値表の第１行参照）、
当該データ担体１及び該担体の回路１Ａには、クロック信号ＣＬＫ１も第１電源電位ＶＣ
Ｃも有用なＨＦ信号ＨＦも現れない。第１電源電位ＶＣＣが存在しない結果、合成検出手
段７３及びメモリ手段７７は給電されず、したがってこれら手段は如何なる情報も供給し
ない。有用なＨＦ信号ＨＦが存在しないため、整流手段３５は第２電源電位ＶＤＤを出力
せず、結果として交流検出手段６９及び論理手段８２は何れも給電されず、結果として如
何なる情報も出力しない。
第２図の第２行により、当該データ担体１が次いで接点アレイ１５により、この目的のた
めに設けられた適切な送信／受信装置と繋げられたと仮定すると、この状況ではクロック
信号ＣＬＫ１が第１伝送接点１６を介してデータ担体１に伝送され、第１電源電位ＶＣＣ
が第２伝送接点１７を介して伝送され、接地電位が第３伝送接点１８を介して伝送される
。したがって、合成検出手段７３はクロック信号ＣＬＫ１の存在（１）及び第１電源電位
ＶＣＣの存在（１）を検出し、この結果として該合成検出手段７３の出力７６上に接触結
合活性化情報ＫＢＡＩが発生（１）するが、これは先行接触結合活性化情報PRIOR－ＫＢ
ＡＩが存在（１）するか又は存在しない（０）かの事実とは関係がない。
第２図の第３行により、次いで（即ち上記第２行による接触結合活性化情報ＫＢＡＩの発
生（１）の後に）、クロック信号ＣＬＫ１の第１伝送接点１６、したがって当該データ担
体１への供給が遮断されたが（接触結合モードでの正しい通信の場合に、意図的になされ
るように）、第１電源電位ＶＣＣの供給（１）は維持されていると仮定する。この状況に
おいては、合成検出手段７３はクロック信号ＣＬＫ１の不存在（０）を検出するが、該手
段は第１電源電位ＶＣＣの存在（１）及び先行接触結合活性化情報PRIOR－ＫＢＡＩの存
在（１）も検出するので、その結果として該合成検出手段７３は上記接触結合活性化情報
ＫＢＡＩの伝送を維持する。
第２図の第４行により、次いで（合成検出手段７３がクロック信号ＣＬＫ１の存在（１）
を検出したか又は不存在（０）を検出したかに拘わらず）、該合成検出手段７３が第１電
源電位ＶＣＣの不存在（０）を検出する、即ち第１電源電位ＶＣＣの供給が停止したと仮
定する。この場合、合成検出手段７３は（該手段の第２入力端子８０上で先行接触結合活
性化情報PRIOR－ＫＢＡＩの存在（１）が検出されるか又は不存在（０）が検出されるか
に拘わらず）接触結合活性化情報ＫＢＡＩの供給を終了（０）させることにより応答する
。
最後に、第２図の第５行に示す状況を説明する。この状況では、合成検出手段７３が、前
に接触結合モードが活性状態にはなかったことを意味するような、先行接触結合活性化情
報PRIOR－ＫＢＡＩの不存在（０）を検出すると仮定する。このような状況において、合
成検出手段７３が第１電源電位ＶＣＣの存在（１）を検出するが、同時にクロック信号Ｃ
ＬＫ１の不存在（０）を検出すると、結果として当該合成検出手段７３の出力７６には接
触結合活性化情報ＫＢＡＩは得られない（０）ことになる。このことは、接触結合モード
は、例えば不注意な接触の結果として第１電源電位ＶＣＣの供給用として作用する第２伝
送接点１７上に現れるスプリアス電圧によっては活性化されないことを意味し、これは、
例えば該状況において活性状態にある非接触モードが接触結合モードの不注意な活性化に
より遮断されることがないことを保証するので特に有利である。
動作についての説明を第３図を参照して続ける。第３図の第１行はデータ担体１の上述し
た初期状況を表しており、該状況においては、データ担体１の接点アレイ１５も伝送コイ
ル３１も適切な送信／受信装置と通信中でない。
第３図の第２行により、データ担体１が、該データ担体１と誘導的に通信することができ
る送信／受信装置の送信／受信範囲内に来たと仮定する。この場合は、有用なＨＦ信号Ｈ
Ｆが伝送コイル３１を介して受信される。この有用なＨＦ信号ＨＦは整流手段３５に供給
され、その結果として整流手段３５は電源電圧、したがって第２電源電位ＶＤＤを形成し



(17) JP 4212656 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

始める。上記の有用なＨＦ信号ＨＦは、更に、交流検出手段６９の入力端子７０にも供給
されるが、該手段は上記第２電源電位ＶＤＤが依然形成中であっても有用なＨＦ信号ＨＦ
の存在（１）を信頼性をもって検出するようになっている。有用なＨＦ信号ＨＦの検出（
１）の結果、交流検出手段６９が非接触活性化情報ＫＬＡＩを該手段の出力７２に供給す
るようになり、該情報は論理手段８２の第１入力端子８４に供給される。同時に、クロッ
ク信号ＣＬＫ１の不存在（０）及び第１電源電位ＶＣＣの不存在（０）の結果として、論
理手段８２における第２入力端子８５上で接触結合活性化情報ＫＢＡＩの不存在（０）が
検出される。論理手段８２は、この動作条件では先ずスイッチング手段開成情報ＳＡＩ＝
１を発生し、これから所与の時間間隔後に、非接触モード設定情報ＫＬＥＩ＝０を発生す
るように構成されている。このように、スイッチング手段９１は導電線９３及び制御入力
９２を経る上記スイッチング手段開成情報ＳＡＩ＝１により高インピーダンススイッチン
グ状態に設定され、次いで導電線９０を経る上記非接触モード設定情報ＫＬＥＩ＝０によ
りデータ担体１及び該担体の回路１Ａは非接触モードに設定されるようになる。この場合
、該非接触モード設定情報ＫＬＥＩ＝０は導電線９０を介して、マイクロコンピュータ２
の制御端子５、第２減結合手段６３の制御入力６５、クロック信号切換手段２６の制御入
力６８、第１減結合手段５２の制御入力５４、並びに電位等化手段９４のトランジスタス
イッチ９５及び９６の２つの制御入力９７及び９８に伝送される。このようにして、マイ
クロコンピュータ２、クロック信号切換手段２６、２つの減結合手段５２及び６３、並び
に電位等化手段９４は非接触モードに対応する動作条件に設定される。
第３図の第３行により、データ担体１が送信／受信装置と誘導的に通信状態に入った後、
このデータ担体１と上記送信／受信装置との間の通信が維持されていると仮定する。この
状況では、有用なＨＦ信号ＨＦが続いて受信され、該信号の存在（１）が交流検出手段６
９により検出され、その結果として該手段は、その出力７２から論理手段８２の第１入力
端子８４への非接触活性化情報ＫＬＡＩの伝送（１）を行う。該論理手段８２が、その第
２入力端子８５上で接触結合活性化情報ＫＢＡＩの不存在（０）を検出する限り、論理手
段８２は該手段の第１出力端子８６上に非接触モード設定情報ＫＬＥＩ＝０を、また第２
出力端子８７上にスイッチング手段開成情報ＳＡＩ＝１を続けて生成する。結果として、
スイッチング手段９１は高インピーダンス状態に留まり、データ担体１は非接触モード（
CONTACTLESS）に設定されている。
第３図の第４行により、データ担体１が接点アレイ１５により適切な送信／受信装置と繋
がり、その結果として合成検出手段７３が出力７６上に接触結合活性化情報ＫＢＡＩを生
成し、したがって論理手段８２が当該論理手段８２の第２入力端子８５上で接触結合活性
化情報ＫＢＡＩの存在（１）を検出すると仮定する。この状況では、論理手段８２は、該
論理手段８２の第１入力端子８４上で非接触活性化情報ＫＬＡＩの存在（１）が検出され
るか不存在（０）が検出されるかに拘わらず、該論理手段８２が全ての場合において、存
在するかも知れない非接触活性化情報ＫＬＡＩよりも接触結合活性化情報ＫＢＡＩに優先
権を付与し、したがって第１出力端子８６上に上記接触結合活性化情報ＫＢＡＩに関連す
る接触結合モード設定情報ＫＢＥＩ＝１を生成すると共に、第２出力端子８７上に同様に
上記接触結合活性化情報ＫＢＡＩに関連するスイッチング手段閉成情報ＳＥＩ＝０を生成
するように応答する。この結果、スイッチング手段９１は低インピーダンス状態（オン状
態）に設定され、これにより第１電源電位ＶＣＣが第１の導電性電位線２８及びオンされ
たスイッチング手段９１を介して第２の導電性電位線４１に供給され、これが、当該デー
タ担体１及び回路１Ａの全ての回路部分に対する電位の供給、及び該データ担体１及び回
路１Ａが接触結合モード（ＣＯＮＴＡＣＴ）に設定されることを保証する。
上記交流検出手段６９の配設及び上記合成検出手段７３の付加的な配設により、第１図に
示すデータ担体１及び回路１Ａは、当該データ担体１及び回路１Ａの２つの動作モードの
一方の、即ち接触結合モードか又は非接触モードの何れかの、正しい且つ略障害を受けな
い選択及び活性化に関して特別に高い信頼性を保証する。上記スイッチング手段９１の配
設は、更に、非接触モードにおいては、その場合に発生される電源電位ＤＶＶが接点アレ
イ１５の第２伝送接点１７に到達し得ないという利点を有している。更に、データ担体１
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における上記電位等化手段９４の配設は、当該データ担体１及び回路１Ａの非接触モード
において第２伝送接点１７及び第４伝送接点１９の両方を接地電位にし、したがって、こ
れら２つの伝送接点１７及び１９が非接触モードにおいては第３伝送接点１８と同一の電
位を持ち、これが、爆発危険性のある環境下でのこれらの接点間の電位差の結果としての
問題を取り除くことを保証する。
第４図は、本発明の第２実施例によるデータ担体１の一部及び該データ担体１用の回路１
Ａを示している。第４図のデータ担体１は第１図のデータ担体１と較べると僅かに簡単な
回路１Ａを有している。
第４図のデータ担体１及び回路１Ａは、前記合成検出手段７３の代わりに、クロック信号
検出手段１００のみを有し、該手段は当該データ担体１に入力され導電線２４を介して当
該クロック信号検出手段１００の入力１０１に供給されるクロック信号ＣＬＫ１の存在の
みを検出するようになっている。第４図のデータ担体１及び回路１Ａは如何なるメモリ手
段７７も含まず、その結果として、当該クロック信号検出手段１００の出力１０２に得ら
れる接触結合活性化情報ＫＢＡＩは、論理手段８２の第２入力端子８５のみに供給される
。
第４図に示すデータ担体１及び回路１Ａと、第１図に示したデータ担体１及び回路１Ａと
の間の他の相違点は、第４図のデータ担体１及び回路１Ａにおいては、第１の導電性電位
線２８と第２の導電性電位線４１との間にスイッチング手段の代わりにダイオード１０３
が含まれる点にある。これに鑑み、論理手段８２は、接触結合モード設定情報ＫＢＥＩ＝
１又は非接触モード設定情報ＫＬＥＩ＝０の何れかが出力される１つの出力端子８６のみ
を有し、第２の出力端子は設けられていない。
第５図は、第４図に示すデータ担体１に関係する真理値表を示している。第５図の第１行
は第４図のデータ担体１の初期状態を表している。
第５図における第２行は有用なＨＦ信号ＨＦが受信される状況を表している。第５図にお
ける第２行から明らかなように、有用なＨＦ信号ＨＦが存在（１）する場合は交流検出手
段６９により非接触活性化情報ＫＬＡＩが発生（１）され、その結果、論理手段８２は非
接触モード設定情報ＫＬＥＩ＝０を発生し、これに応答してデータ担体１及び回路１Ａは
非接触モード（CONTACTLESS）に設定される。
第５図における第３行から明らかなように、クロック信号ＣＬＫ１が入力された場合はク
ロック信号検出手段１００が該クロック信号ＣＬＫ１の存在（１）を検出し、その結果、
接触結合活性化情報ＫＢＡＩがクロック信号検出手段１００から論理手段８２に供給（１
）される。この結果として、論理手段８２は接触結合モード設定情報ＫＢＥＩ＝１を発生
すると共に出力し、該情報がデータ担体１及び回路１Ａを接触結合モード（ＣＯＮＴＡＣ
Ｔ）に設定させる。
第５図における第４行から明らかなように、当該データ担体１が有用なＨＦ信号ＨＦ及び
クロック信号ＣＬＫ１の両方を受信した場合は、交流検出手段６９が非接触活性化情報Ｋ
ＬＡＩを発生（１）する一方、クロック信号検出手段１００が接触結合活性化情報ＫＢＡ
Ｉを発生（１）し、これら両形式の情報が論理手段８２に供給される。しかしながら、本
例では、論理手段８２は第１図のデータ担体１の場合と同様に（第３図における第４行参
照）、接触結合活性化情報ＫＢＡＩに優先権を与え、その結果、この場合も論理手段８２
は関連する接触結合モード設定情報ＫＢＥＩ＝１を出力８６に発生し、この場合、データ
担体１及び回路１Ａは接触結合モード（ＣＯＮＴＡＣＴ）に設定される。
尚、本発明は、例示として以上に述べたデータ担体及び該担体の回路の２つの実施例に限
定されるものではない。本発明によるデータ担体は単一の伝送コイルのみを含む必要はな
く、他の例として２以上の伝送コイルを含んでいてもよい。また、上記合成検出手段と協
動するメモリ手段としては、ラッチの代わりに他のメモリ形式を使用することもできる。
他の例として、上記論理手段は接触結合活性化情報よりも非接触活性化情報に優先権を与
えるように構成することもでき、そのような場合には、上記交流検出手段が先行非接触活
性化情報を記憶することができるラッチと協動するようにし、このような記憶された先行
非接触活性化情報により、優先権を持つ非接触モードが活性状態の場合に該モードが前記
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伝送接点を介してのスプリアス信号により中断されることがないようにするのが有利であ
る。上述した両データ担体においては、交流検出手段は有用なＨＦ信号の直接検出を意図
し及びそのように構成されている。しかしながら、他の例として、例えば有用なＨＦ信号
から再生により導出されるクロック信号の存在の検出を意図し、且つ、そのように構成す
ることにより、有用なＨＦ信号の存在を間接的に検出することができるような交流検出手
段を設けるようにしてもよい。第１図に示すデータ担体とは対照的に、他のデータ担体は
、伝送接点を介して供給されるクロック信号の存在を検出し、且つ、他の伝送接点を介し
て供給される電源電位の存在を検出するが、先行接触結合活性化情報は検出しないように
意図及び構成された合成検出手段を有していてもよい。このような場合には、斯かる合成
検出手段と協動して当該合成検出手段により発生される接触結合活性化情報を記憶するよ
うなメモリ手段を設ける必要はない。上述したデータ担体においては、スイッチング手段
及び電位等化手段は共にトランジスタスイッチにより構成されている。しかしながら、こ
れらの手段は他の例としてダイオードスイッチ又は他の電気的に制御可能なスイッチによ
り構成することもできる。

【図１】 【図２】

【図３】

【図５】
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